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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロック機構の動作を制御するように適用されたスイッチ装置であって、
　ケーシングと、
　パワーユニットと、
　移動ユニットと、
　手動ユニットと、
　複数の固定部材と、
　作動機構と、
を含み、
　前記パワーユニットは前記ケーシング内に配置され、
　前記移動ユニットは、前記ケーシング内に配置されていると共に、
　回転軸の周りに前記パワーユニットにより回転可能に駆動されるリングギヤを具える回
転サブユニットと、
　スライディングサブユニットと、
を具え、
　　前記スライディングサブユニットは、
　　前記リングギヤに共回転可能に接続されていて、前記回転軸に垂直である第１の軸に
沿って前記リングギヤに対してスライド可能であり、前記第１の軸に沿って延びるスライ
ディングスロットが形成されている第１のスライディング部材と、
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　　前記第１のスライディング部材に共に移動可能に接続されていて、前記第１の軸及び
前記回転軸に垂直である第２の軸に沿って前記第１のスライディング部材に対してスライ
ド可能である第２のスライディング部材と、
　　前記第１のスライディング部材に接続されている第１の接続部材と、
を具え、
　前記手動ユニットは、前記リングギヤに共回転可能に結合されており、
　前記複数の固定部材は、前記第１の軸に沿って配置されていると共に、前記第１の接続
部材と前記第１のスライディング部材の前記スライディングスロットを通って前記手動ユ
ニットの中へと延びていて、それにより前記第１のスライディング部材は前記第１の接続
部材と前記手動ユニットとの間に固定されており、
　前記作動機構は、前記第２のスライディング部材に共に移動可能に接続されていると共
に、前記リングギヤの回転中に前記ロック機構の動作を作動するように適用されている、
スイッチ装置。
【請求項２】
　前記第１の接続部材は、前記第１のスライディング部材の前記スライディングスロット
の中に完全に保持されている、請求項１に記載のスイッチ装置。
【請求項３】
　前記手動ユニットの反対側にある前記第１のスライディング部材の端面と前記手動ユニ
ットの反対側にある前記第２のスライディング部材の端面は実質的に同じ平面上にある、
請求項２に記載のスイッチ装置。
【請求項４】
　前記第２のスライディング部材には締結孔が形成されていて前記固定部材が前記締結孔
から露出している、請求項２に記載のスイッチ装置。
【請求項５】
　前記移動ユニットの前記回転サブユニットは更に、前記パワーユニットに回転可能に駆
動されるように接続されていると共に前記リングギヤと噛み合う遊星歯車セットを具え、
前記遊星歯車セットの回転は、前記リングギヤ、前記スライディングサブユニット、及び
前記作動機構の前記回転軸周りの共同的な回転を駆動する、請求項１に記載のスイッチ装
置。
【請求項６】
　前記作動機構は、ターニングユニットを具え、
　前記ターニングユニットは、前記ロック機構のロータリースイッチノブをそれらの間に
締め付け、前記リングギヤの回転中に前記ロータリースイッチノブを回すように構成され
た２つの爪部材を具える、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項７】
　各前記爪部材は、伸縮構造を有する、請求項６に記載のスイッチ装置。
【請求項８】
　前記作動機構はターニングユニットを具え、
　前記ターニングユニットは、前記ロック機構のロータリースイッチノブをそれら間に締
め付け、前記リングギヤの回転中に前記ロータリースイッチノブを回すように構成された
２つの爪部材を具え、
　少なくとも１つの前記爪部材は、前記スライディングサブユニットから遠位であってピ
ンホールが形成されている端部を有し、
　前記作動機構は、更に、ピンロッドを具える少なくとも１つのピンユニットを具え、
　前記ピンロッドは、前記少なくとも１つの前記爪部材に取り付けられて、前記ピンホー
ルを通る前記回転軸に平行である第３の軸に沿って前記少なくとも１つの前記爪部材から
突出し、前記第３の軸に沿って前記少なくとも１つの前記爪部材の中へ引き込まれること
ができると共に、前記ロック機構の押しボタンスイッチとスライド可能に接触すると共に
、前記リングギヤの回転中に前記押しボタンスイッチを作動するように構成されている、
請求項５に記載のスイッチ装置。
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【請求項９】
　前記少なくとも１つのピンユニットは、更に、前記ターニングユニットの前記少なくと
も１つの前記爪部材に配置されていていると共に前記ピンロッドに接続されたばねを具え
、それにより前記ピンロッドは前記ピンホールを通して前記少なくとも１つの前記爪部材
の中へ弾力的に引き込まれることができる、請求項８に記載のスイッチ装置。
【請求項１０】
　各前記爪部材は伸縮構造を有する、請求項９に記載のスイッチ装置。
【請求項１１】
　前記作動機構は、ピンユニットを具え、
　前記ピンユニットは、少なくとも１つのピンロッドを具え、
　前記ピンロッドは、前記ロック機構の押しボタンスイッチとスライド可能に接触するよ
うに構成されていると共に、前記リングギヤの回転中に前記押しボタンスイッチを押すよ
うに構成されている、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項１２】
　前記作動機構は、ピンユニットを具え、
　前記ピンユニットは、
　回転シートと、
　カバー部材と、
　ピンロッドと、を具え、
　前記回転シートは、
　前記スライディングサブユニットと共に移動可能に接続されていて、前記回転軸に沿っ
て延び、その外面に螺旋溝が形成されているピラーボディを有し、
　前記カバー部材は、前記回転シートを覆って接続されていて、
　　前記回転軸に沿って延び、前記ピラーボディを受けいれるピラースペースと、
　　前記回転軸に平行な第３の軸に沿って延びるピンホールと、
　　前記ピラースペースと前記ピンホールとを相互に接続し、かつ前記回転軸に平行であ
る細長いガイディングスロットと、
　　前記ガイディングスロットから遠い前記ピンホールの端部に接続され、前記回転軸に
平行である細長いガイディング溝と、
が形成されていて、
　前記ピンロッドは、
　前記ピンホールに移動可能に配置されたメインボディと、
　前記メインボディから突出し、前記ガイディング溝とスライド可能に係合する第１の突
出と、
　第２の突出と、
を有し、
　前記第２の突出は、前記メインボディから前記ガイディングスロットを通って突出し、
前記回転シートの前記螺旋溝にスライド可能に係合することにより、前記移動ユニットの
前記スライディングサブユニット及び前記回転シートの回転が、前記第２の突出を前記螺
旋溝に沿って移動するよう駆動し、それにより、前記第１の突出と前記ガイディング溝と
の間の係合および前記第２の突出と前記ガイディングスロットとの間の係合の下で前記ピ
ンホールに沿って直線的に移動するように前記ピンロッドを駆動し、前記リングギヤの回
転中に押しボタンスイッチを作動するように、前記ピンロッドが前記ロック機構の前記押
しボタンスイッチとスライド可能に接触する、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項１３】
　前記作動機構はピンユニットを具え、
　前記ピンユニットは、
　回転シートと、
　カバー部材と
　２つのピンロッドと、
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を具え、
　前記回転シートは、ピラーボディを有し、
　前記ピラーボディは、前記スライディングサブユニットと共に移動可能に接続されてい
て、前記回転軸に沿って延び、その外面に閉ループ溝が形成され、前記閉ループ溝は、前
記回転軸を囲み、前記回転軸に対して傾斜されていて、
　前記カバー部材は、前記回転シートを覆って接続されていて、
　　前記回転軸に沿って延び、前記ピラーボディを受けいれるピラースペースと、
　　それぞれ前記回転軸に平行な２つの第３の軸に沿って延びる２つのピンホールと、
　　前記ピラースペースとそれぞれ１つの前記ピンホールとを相互に接続し、かつ前記回
転軸に平行である２つの細長いガイディングスロットと、
　　それぞれ１つの前記ピンホールの前記ガイディングスロットから遠い端部に接続され
、前記回転軸に平行である２つの細長いガイディング溝と、
が形成されていて、
　前記２つのピンロッドはそれぞれ、
　　それぞれ１つの前記ピンホールに移動可能に配置されるメインボディと、
　　前記メインボディから突出し、それぞれ１つの前記ガイディング溝とスライド可能に
係合する第１の突出と、
　　第２の突出と、
を有し、
　前記第２の突出は、前記メインボディからそれぞれ１つの前記ガイディングスロットを
通って突出し、前記回転シートの前記閉ループ溝とスライド可能に係合することにより、
前記移動ユニットの前記スライディングサブユニット及び前記回転シートの回転が、前記
第２の突出を前記閉ループ溝に沿って移動するよう駆動し、それにより、前記第１の突出
とそれぞれ１つの前記ガイディング溝との間の係合および前記第２の突出とそれぞれ１つ
の前記ガイディングスロットとの間の係合の下でそれぞれ１つの前記ピンホールに沿って
直線的に移動するようにそれぞれ１つの前記ピンロッドを駆動し、それぞれ１つの前記ピ
ンロッドが前記ロック機構の押しボタンスイッチとスライド可能に接触して、前記リング
ギヤの回転中に前記押しボタンスイッチを作動する、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項１４】
　前記作動機構はセンサーブロッカーを具え、
　前記センサーブロッカーは、前記移動ユニットに共に移動可能に接続されていることに
より、前記リングギヤの回転は前記センサーブロッカーを駆動し近接スイッチと相互作用
するように回転させる、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項１５】
　前記移動ユニットの前記回転サブユニットの前記リングギヤは、
　前記手動ユニットと前記スライディングサブユニットの前記第１のスライディング部材
との間に接続されている丸いベース壁と、
　前記ベース壁の周辺に設けられている複数の歯と、
　前記ベース壁の周辺から突出し、プレート孔が形成されている環状の周囲壁と、
を有し、
　前記スイッチ装置は、更に角度検知ユニットを含み、
　前記角度検知ユニットは、
　　前記ケーシング内に配置され、前記パワーユニットに電気的に接続されているブラシ
と、
　　可撓性プレートと導電性トレイルとを具える抵抗部材と、
を具え、
　前記可撓性プレートは、前記リングギヤの前記周囲壁の周りに巻き付けられた細長いプ
レートボディを有すると共に、縦方向に反対する端部を有し、各前記端部は、横方向に反
対する第１及び第２の端部突起が形成されていて、前記可撓性プレートの前記端部の前記
第１の端部突起は、互いに直接に接続されていると共に前記周囲壁に固定されていて、前
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記可撓性プレートの前記端部の前記第２の端部突起は、互いに直接に接続されていて、前
記周囲壁の前記プレート孔を通って延び、前記移動ユニットの前記回転サブユニットの前
記ベース壁に固定されていて、
　前記導電性トレイルは、前記可撓性プレートの周りに巻き付けられ、前記ブラシとスラ
イド可能に接触することにより、前記導電性トレイルは前記ブラシと常に電気的に接続さ
れている、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項１６】
　前記スイッチ装置は、前記ケーシング内に配置され、前記移動ユニットの前記遊星歯車
セットに隣接されていて、かつ前記パワーユニットと電気的に接続された電磁弁ユニット
を更に含み、
　前記電磁弁ユニットは、
　ケース部材と、
チューブ部材と、
　ソレノイドサブユニットと、
　シャフトロッドと、
を具え、
　前記ケース部材は、その中に保持スペースを定義し、
　前記保持スペースと空間的に連通する開口部と、
　前記開口部に反対する閉鎖端部と、
を有し、
　前記チューブ部材は、
　前記ケース部材の前記保持スペースに配置された第１のチューブ部分と、
　前記保持スペースの外に配置された第２のチューブ部分と、
　前記ケース部材の前記開口部に配置され、前記第１および第２のチューブ部分と相互に
接続し、それらと空間的に連通されている中空の受け部分と、
を具え、
　前記ソレノイドサブユニットは、前記チューブ部材の前記受け部分に受け入れられ、互
いに離間されている２つの磁石を具え、
　前記シャフトロッドは、前記チューブ部材内に移動可能に受け入れられ、前記磁石の間
に延びることにより、前記シャフトロッドは、前記ケース部材の前記閉鎖端部に接近また
は離間するように前記磁石によって移動可能に駆動され、それによって、前記移動ユニッ
トの前記遊星歯車セットと相互作用する、請求項５に記載のスイッチ装置。
【請求項１７】
　前記手動ユニットは、
　前記リングギヤに共回転可能に連結され、結合スロットが形成されている丸いベース部
材と、
　前記ベース部材に取り付けられ、前記ベース部材の前記結合スロットと空間的に連通し
ている内部空間を有するハンドルと、
　前記ベース部材に接続され、前記結合スロットに配置されている第２の接続部材と、
を具え、
　前記固定部材は、前記第２の接続部材および前記ベース部材の前記結合スロットを通っ
て、前記ハンドルの前記内部空間内へ延びる、請求項５に記載のスイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスイッチ装置に関し、特にロックやスイッチ機構の動作を制御するためのスイ
ッチ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示された従来の電気機械式ロック装置、または「スマートロック」は、
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ドアロックの回転ボタンを操作するのに適用している。ロック装置は、ドアリーフに取り
付けられていると共にドアロックの回転ボタンを覆うカバー装置と、カバー装置を電気的
に制御するための制御装置とを具える。従来のロック装置のカバー装置は回転ボタンの回
転を駆動するために、回転ボタンをその間に嵌め込むように保持する複数の保持リブ片を
有する円形伝動部材を具える。しかしながら、保持リブ片は伝動部材にしっかりと接続さ
れているので、従来のロック装置は適合性が限られていて、即ち、特定の種類の回転ボタ
ンでしか使用できなく、回転ボタンが異なるサイズを有するかまたカバー装置に対して異
なる位置に設けられているロック機構を作動するように調整することができない。その上
、従来の電気機械式ロック装置は、押しボタン式スイッチや近接スイッチ等のスイッチ機
構を制御するために使用することができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許公開２００９／００８４１４７Ａ１号
【特許文献２】米国特許公開第２０１６／０３４１５３７Ａ１号
【特許文献３】米国特許公開２０１７／００３７９３７Ａ１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、異なるタイプのロックまたはスイッチ機構と適合性のあ
るスイッチ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によれば、ロック機構の動作を制御するように適用されたスイッチ装置は、ケー
シング、パワーユニット、移動ユニット、手動ユニット、複数の固定部材、および作動機
構を具える。
【０００６】
　前記パワーユニットは前記ケーシング内に配置されている。前記移動ユニットは、前記
ケーシング内に配置され、回転サブユニットとスライディングサブユニットと、を具える
。前記回転サブユニットは、回転軸の周りにパワーユニットにより回転可能に駆動される
リングギヤを具える。前記スライディングサブユニットは、第１のスライディング部材と
、第２のスライディング部材と、第１の接続部材と、を具える。前記第１のスライディン
グ部材は、前記リングギヤに共回転可能に接続され、前記回転軸に垂直である第１の軸に
沿って前記リングギヤに対してスライド可能であり、前記第１の軸に沿って延びるスライ
ディングスロットが形成されている。前記第２のスライディング部材は、前記第１のスラ
イディング部材に共に移動可能に接続されていて、前記第１の軸および前記回転軸に垂直
である第２の軸に沿って前記第１のスライディング部材に対してスライド可能である。前
記第１の接続部材は、前記第１のスライディング部材に接続されている。
【０００７】
　前記手動ユニットは、前記リングギヤに共回転可能に結合されている。前記固定部材は
、前記第１の軸に沿って配置されていると共に、前記第１の接続部材と前記第１のスライ
ディング部材の前記スライディングスロットを通って前記手動ユニット中へと延びていて
、それにより前記第１のスライディング部材が前記第１の接続部材と前記手動ユニットと
の間に固定されている。前記作動機構は、前記第２のスライディング部材に共動可能に接
続され、前記リングギヤの回転中にロック機構の作動を作動させるように適合されている
。
【０００８】
　本発明の他の特徴および利点は、添付の図を参照した実施形態の以下の詳細な説明にお
いて明らかになる。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】本発明によるスイッチ装置の第１の実施形態の斜視図である。
【図２】第１の実施形態の部分分解斜視図である。
【図３】第１の実施形態の移動ユニットのスライディングサブユニットと、リングギヤと
、角度検知ユニットの抵抗部材と、を示す分解斜視図である。
【図４】第１の実施形態の部分斜視断面図である。
【図５】第１の実施形態の手動ユニットの斜視図である。
【図６】第１の実施形態の前記手動ユニットの部分斜視断面図である。
【図７】第１の実施形態の前記リングギヤおよび前記角度検知ユニットの斜視図である。
【図８】第１の実施形態の前記リングギヤおよび前記角度検知ユニットの別の斜視図であ
る。
【図９】第１の実施形態の前記リングギヤと前記抵抗部材の分解斜視図である。
【図１０】第１の実施形態のパワーユニットと、電磁弁ユニットと、移動ユニットの遊星
歯車セットとの部分斜視図である。
【図１１】第１の実施形態の電磁弁ユニットの分解斜視図である。
【図１２】第１の実施形態の電磁弁ユニットの部分斜視断面図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態の組立斜視図である。
【図１４】第２の実施形態の部分分解斜視図である。
【図１５】第２の実施形態のピンユニットの部分分解斜視図である。
【図１６】第２の実施形態の部分斜視断面図である。
【図１７】本発明の第２の実施形態の変形の組立斜視図である。
【図１８】本発明の第２の実施形態の前記変形の部分斜視断面図である。
【図１９】本発明の第３の実施形態の斜視図である。
【図２０】本発明の第４の実施形態の斜視図であり、伸縮構造を有するターニングユニッ
トを示している。
【図２１】本発明の第４の実施形態の斜視図であり、伸縮構造を有するターニングユニッ
トを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明をより詳細に説明する前に、適切であると考えられる場合、参照番号あるいは参
照番号の終端部分が図で繰り返されて、任意に類似の特性を有し得る対応あるいは類似の
要素を示すことに留意されたい。
【００１１】
　図１、図２および図３を参照すると、本発明によるスイッチ装置の第１の実施形態は、
ロック機構またはスイッチ機構の動作を制御するように適用されている。前記スイッチ装
置は、ケーシング１と、パワーユニット２と、移動ユニット３と、手動ユニット６と、角
度検知ユニット７と、電磁弁ユニット８と、複数の固定部材１０１と、作動機構２００と
、を具える。
【００１２】
　ケーシング１は、第１の部分１１および第２の部分１２を有する。第１および第２の部
分１１、１２は協働してＬ字型構造を形成する。パワーユニット２は、ケーシング１の第
２の部分１２に配置される。移動ユニット３は、ケーシング１に配置されていると共に、
回転サブユニット３１とスライディングサブユニット３２と、を具える。
【００１３】
　回転サブユニット３１は、遊星歯車セット３１１と、リングギヤ３１２と、を具える。
【００１４】
　遊星歯車セット３１１は、パワーユニット２に接続され、パワーユニット２により回転
可能に駆動されると共に、複数の外歯３１１１を有する。リングギヤ３１２は、ケーシン
グ１の第１の部分１１に配置されると共に、丸いベース壁３１２１と、ベース壁３１２１
の周辺に設けられている複数の歯３１２３と、ベース壁３１２１の周辺から突出し、プレ
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ート孔３１２４（図８参照）が形成されている環状の周囲壁３１２２と、を有する。遊星
ギヤセット３１１の外歯３１１１は、リングギヤ３１２の歯３１２３と噛み合うことによ
り、遊星ギヤセット３１１の回転は、リングギヤ３１２を回転軸（Ｌ）の周りに回転する
ように駆動する。
【００１５】
　図４を参照すると、スライディングサブユニット３２は、第１のスライディング部材３
２１と、第２のスライディング部材３２２と、第１の接続部材３２３と、を具える。第１
のスライディング部材３２１は、回転サブユニット３１のリングギヤ３１２のベース壁３
１２１に共回転可能に接続され、回転軸（Ｌ）に垂直である第１の軸（Ｘ）に沿ってリン
グギヤ３１２に対してスライド可能であり、第１の軸（Ｘ）に沿って延びるススライディ
ング３２１１が形成されている。第２のスライディング部材３２２は、第１のスライディ
ング部材３２１に共に移動可能に接続されていて、第１の軸（Ｘ）および回転軸（Ｌ）に
垂直である第２の軸（Ｙ）に沿って第１のスライディング部材３２１に対してスライド可
能であると共に、固定穴３２２１が形成されている。第１の接続部材３２３は、スライデ
ィングスロット３２１１の中に完全に保持されていると共に、第１のスライディング部材
３２１に接続されている。
【００１６】
　更に図５と図６を参照すると、手動ユニット６は、丸いベース部材６２と、ハンドル６
１と、第２の接続部材６３と、を具える。ベース部材６２は、移動ユニット３の回転サブ
ユニット３１のリングギヤ３１２のベース壁３１２１に共回転可能に結合されていると共
に、結合スロット６２０が形成されている。ハンドル６１は、ベース部材６２に取り付け
られ、ベース部材６２の結合スロット６２０と空間的に連通している内部空間を有する。
第２の接続部材６３は、ベース部材６２に接続され、結合スロット６２０に配置されてい
ると共に、第１の接続部材３２３に接続されている。
【００１７】
　図３および図４を参照すると、本実施形態では、固定部材１０１は、ネジとして構成さ
れている。固定部材１０１は、第１の軸（Ｘ）に沿って配置されていると共に、移動ユニ
ット３の第１の接続部材３２３と、移動ユニット３の第１のスライディング部材３２１の
スライディングスロット３２１１と、手動ユニット６の第２の接続部材６３と、手動ユニ
ット６のベース部材６２の結合スロット６２０と、を通って、それから手動ユニット６の
ハンドル６１の内部空間内へ延びていて、それにより第１のスライディング部材３２１は
、移動ユニット３の第１の接続部材３２３と手動ユニット６の第２の接続部材６３との間
に固定されている。固定部材１０１は、第２のスライディング部材３２２の固定孔３２２
１から露出していることにより、固定部材１０１は、固定穴３２２１を介して容易に取り
付け或いは取り外しできる。
【００１８】
　図７、図８および図９を参照すると、角度検出ユニット７は、ブラシ７２と抵抗部材７
１と、を具える。
【００１９】
　ブラシ７２は、ケーシング１の第２の部分１２に配置され、パワーユニット２に電気的
に接続されている。
【００２０】
　抵抗部材７１は、可撓性プレート７１１と、導電性トレイル７１２と、を具える。可撓
性プレート７１１は、リングギヤ３１２の周囲壁３１２２に巻き付けられた細長いプレー
トボディを有すると共に、縦方向に反対する端部を有する。各前記端部は、横方向に反対
する第１および第２の端部突起７１１１、７１１２が形成されている。可撓性プレート７
１１の２つの前記端部の第１の端部突起７１１１は、互いに直接に接続されていると共に
周囲壁３１２２に固定されていている。可撓性プレート７１１の２つの前記端部の第２の
端部突出部７１１２は、互いに直接に接続されていて、周囲壁３１２２のプレート孔３１
２４を通って延びると共に、移動ユニット３の回転サブユニット３１のベース壁３１２１
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に固定されている。導電性トレイル７１２は、可撓性プレート７１１の周りに巻き付けら
れていると共に、ブラシ７２とスライド可能に接触されていることにより、導電性トレイ
ル７１２は、ブラシ７２と常に電気的に接続されている。
【００２１】
　角度検知ユニット７のさらなる詳細および動作は、特許文献２に開示されており、以下
では説明されない。
【００２２】
　図１０、図１１および図１２を参照すると、電磁弁ユニット８は、ケーシング１の第２
の部分１２に配置され、移動ユニット３の遊星歯車セット３１１に隣接されていると共に
、パワーユニット２に電気的に接続されている。電磁弁ユニット８は、ケース部材８１と
、シャフトロッド８２と、ソレノイドサブユニット８３と、チューブ部材８４と、を具え
る。
【００２３】
　ケース部材８１は、内部に保持スペース８１３を画定し、保持スペース８１３と空間的
に連通する開口部８１１と、開口部８１１に反対する閉鎖端部８１２と、を有する。
【００２４】
　チューブ部材８４は、第１のチューブ部分８４１と、中空受け部分８４２と、第２のチ
ューブ部分８４３と、を具える。第１のチューブ部分８４１は、ケース部材８１の保持ス
ペース８１３に配置されている。第２のチューブ部分８４３は、保持スペース８１３の外
に配置されている。中空受け部分８４２は、ケース部材８１の開口部８１１に配置され、
第１および第２のチューブ部８４１、８４３と相互に接続し、それらと空間的に連通され
ている。
【００２５】
　ソレノイドサブユニット８３は、チューブ部材８４の中空受け部分８４２に受け入れら
れ、互いに離間されている２つの磁石を具える。
【００２６】
　シャフトロッド８２は、チューブ部材８４内に移動可能に受け入れられ、上記磁石の間
に延びることにより、シャフトロッド８２は、ケース部材８１の閉鎖端部８１２に接近ま
たは離間するように移動可能に駆動され、それによって、移動ユニット３の遊星歯車セッ
ト３１１と相互作用する。シャフトロッド８２が遊星ギヤセット３１１と係合されるよう
に動かされた時、リングギヤ３１２は、パワーユニット２によって回転するように駆動さ
れる。シャフトロッド８２が遊星ギヤセット３１１から離れるように動かされて係合され
ていない時、ユーザーは、リングギヤ３１２およびスライディングサブユニット３２を回
転するように手動ユニット６を手動で回転することができる。
【００２７】
　電磁弁ユニット８のさらなる詳細および動作は、特許文献３に開示されており、以下で
は説明されない。
【００２８】
　図１および図２を参照すると、作動機構２００は、移動ユニット３のスライディングサ
ブユニット３２の第２のスライディング部材３２２に共に移動可能に接続されていること
により、遊星ギヤセット３１１の回転は、リングギヤ３１２、スライディングサブユニッ
ト３２、および作動機構２００の回転軸（Ｌ）の周りの共同的な回転を駆動する。
【００２９】
　第１の実施形態では、作動機構２００は、ターニングユニット４と、ピンユニット５と
、を具える。ターニングユニット４は、前記ロック機構、あるいは前記スイッチ機構のロ
ータリースイッチノブをそれらの間に締め付け、リングギヤ３１２の回転中に前記ロータ
リースイッチノブを回転するように構成された２つの爪部材４１を具える。１つの爪部材
４１は、スライディングサブユニット３２から遠位であってピンホール４２が形成されて
いる端部を有する。
【００３０】
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　ピンユニット５は、ピンロッド５１と、ばね５２と、を具える。ピンロッド５１は、１
つの爪部材４１に取り付けられていると共に、ピンホール４２を通って回転軸（Ｌ）に平
行である第３の軸（Ｚ）に沿って１つの爪部材４１から突出する。また、ピンロッド５１
は、第３の軸（Ｚ）に沿って１つの爪部材４１の中へに引き込まれることができると共に
、前記ロック機構、あるいは前記スイッチ機構の押しボタンスイッチとスライド可能に接
触すると共に、リングギヤ３１２の回転中に前記押しボタンスイッチを作動するように構
成されている。ばね５２は、ターニングユニット４の１つの爪部材４１に配置されている
と共にピンロッド５１に接続され、それによりピンロッド５１は、ピンホール４２を通し
て１つの爪部材４１の中へ弾力的に引き込まれることができる。したがって、本発明のス
イッチ装置は、前記ロック機構、あるいは前記スイッチ機構がロータリースイッチノブを
有する場合には、ターニングユニット４を使用してロック機構、あるいはスイッチ機構を
作動することができ、また、前記ロック機構、あるいは前記スイッチ機構が押しボタンス
イッチを有する場合には、ピンユニット５を使用して前記ロック、あるいは前記スイッチ
機構を作動することができる。
【００３１】
　図１３から図１６を参照すると、本発明による前記スイッチ装置の第２の実施形態は、
第１の実施形態と類似している。２つの実施形態の違いは、作動機構２００の構成にある
。
【００３２】
　第２の実施形態では、作動機構２００は、ピンロッド５１と、回転シート５３と、カバ
ー部材５４と、を具えるピンユニット５のみを具える。
【００３３】
　回転シート５３は、移動ユニット３のスライディングサブユニット３２の第２のスライ
ディング部材３２２に共に移動可能に接続されていると共に、回転軸（Ｌ）に沿って延び
ると共に、その外面に螺旋溝５３１１が形成されているピラーボディ５３１を有する。
カバー部材５４は、回転シート５３を覆って、接続されていると共に、ピラースペース５
４０と、ピンホール５４１と、細長いガイディングスロット５４３と、２つの細長いガイ
ディング溝５４２と、が形成されている。ピラースペース５４０は、回転軸（Ｌ）に沿っ
て延び、ピラーボディ５３１を受け入れる。ピンホール５４１は、回転軸（Ｌ）に平行な
第３の軸（Ｚ）に沿って延びる。ガイディングスロット５４３は、ピラースペース５４０
とピンホール５４１とを相互に接続し、かつ回転軸（Ｌ）に平行である。ガイディング溝
５４２は、ガイディングスロット５４３から遠位であるピンホール５４１の２つの端部に
それぞれ接続されていると共に、回転軸（Ｌ）に平行である。
【００３４】
　ピンロッド５１は、メインボディ５１１と、２つの第１の突出５１２と、第２の突出５
１３と、を有する。
【００３５】
　メインボディ５１１は、ピンホール５４１に移動可能に配置されている。それぞれの第
１の突出５１２は、メインボディ５１１から突出し、それぞれ１つのガイディング溝５４
２とスライド可能に係合する。第２の突出５１３は、メインボディ５１１からガイディン
グスロット５４３を通って突出し、回転シート５３の螺旋溝５３１１とスライド可能に係
合する。このようにして、移動ユニット３のスライディングサブユニット３２および回転
シート５３の回転が、第２の突出５１３を螺旋溝５３１１に沿って移動するよう駆動し、
これにより、ピンロッド５１は、第１の突出５１２とガイド溝５４２との係合および第２
の突出５１３とガイドスロット５４３との係合の下で、ピンホール５４１に沿って直線的
に移動すると共に、リングギヤ３１２の回転中に押しボタンスイッチを作動させるために
前記ロックまたは前記スイッチ機構の押しボタンスイッチとスライド可能に接触する。
【００３６】
　ピンロッド５１の数は１つ以上であると共に、ピンホール５４１、ガイディング溝５４
２およびガイディングスロット５４３の数はそれに応じて変化し得ることに留意されたい
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。例えば、２つのピンロッド５１を有する第２の実施形態の変形例が、図１７および図１
８に示されている。
【００３７】
　この変形例では、回転シート５３は、その外面に閉ループ溝５３１２が形成されている
。閉ループ溝５３１２は、回転軸（Ｌ）を囲み、回転軸（Ｌ）に対して傾斜している。
カバー部材５４は、２つのピンホール５４１と、２つの細長いガイディングスロット５４
３と、４つの細長いガイディング溝５４２と、を有する。
【００３８】
　ピンホール５４１はそれぞれ、回転軸（Ｌ）に平行な２つの第３の軸（Ｚ）に沿って延
びる。各ガイディングスロット５４３は、ピラースペース５４０とそれぞれ１つのピンホ
ール５４１とを相互接続し、回転軸（Ｌ）に平行である。２つのガイディング溝５４２は
、ガイディングスロット５４３の対応するものから遠位であるピンホール５４１の２つの
端部にそれぞれ接続されていると共に、回転軸（Ｌ）に平行である。他の２つのガイディ
ング溝５４２は、ガイディングスロット５４３の対応するものから遠位である他の１つの
ピンホール５４１の２つの端部にそれぞれ接続されていると共に、回転軸（Ｌ）に平行で
ある。
【００３９】
　各ピンロッド５１は、メインボディ５１１と、２つの第１の突出５１２と、第２の突出
５１３と、を有する。
【００４０】
　各ピンロッド５１について、メインボディ５１１はそれぞれ１つのピンホール５４１に
移動可能に配置される。第１の突出５１２は、メインボディ５１１から突出し、それぞれ
、対応する２つのガイディング溝５４２とスライド可能に係合する。第２の突出５１３は
、それぞれ１つのガイディングスロット５４３を通ってメインボディ５１１から突出し、
回転シート５３の閉ループ溝５３１２とスライド可能に係合する。
【００４１】
　このようにして、移動ユニット３のスライディングサブユニット３２および回転シート
５３の回転は、２つの第２の突出５１３を駆動し、閉ループ溝５３１２に沿って移動する
ことにより、２つのピンロッド５１を駆動し、２つのピンホール５４１に沿って直線的且
つ反対に移動させる。より具体的には、スライディングサブユニット３２の回転中には、
回転シート５３は１つのピンロッド５１を駆動し、対応する１つのピンホール５４１に沿
ってスライディングサブユニット３２から離れるように移動させ、他の１つのピンロッド
５１は他の１つのピンホール５４１に沿ってスライディングサブユニット３２に向かって
移動するよう駆動される。結果として生じるピンロッド５１の反対の直線運動は、本変形
をリングギヤ３１２の回転中にロッカースイッチ機構を作動することに特に適したものに
する。
【００４２】
　図１９を参照すると、本発明による前記スイッチ装置の第３の実施形態は、第１の実施
形態と類似である。２つの実施形態の異なる部分は、作動機構２００の構成にある。
本実施形態では、作動機構２００は、移動ユニット３のスライディングサブユニット３２
の第２のスライディング部材３２２に共に移動可能に接続されたセンサーブロッカー９を
含み、それにより、リングギヤ３１２の回転は、センサーブロッカー９を駆動して、近接
スイッチ機構と相互作用するように回転する。
【００４３】
　図２０および図２１を参照すると、本発明による前記スイッチ装置の第４の実施形態は
、第１の実施形態と類似である。２つの実施形態の異なる部分は、作動機構２００の構成
にある。
【００４４】
　本実施形態において、作動機構２００は、２つの爪部材４１を具えるターニングユニッ
ト４を具える。各爪部材４１は伸縮構造を有し、それにより、爪部材４１は、異なるサイ
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できる。
【００４５】
　前記伸縮構造は、第１の実施形態の変形にも適用できることに留意されたく、それによ
り、第１の実施形態のピンユニット５は、異なる押しボタンスイッチを作動することがで
きるという利益を伸縮構造から得ることができる。
【００４６】
　要約すると、本発明の前記スイッチ装置は以下の利点を有する。
【００４７】
　移動ユニット３のスライディングサブユニット３２の構成により、前記スイッチ装置は
、前記ロックあるいは前記スイッチ機構のサイズに応じた調整可能幅が広く、したがって
比較的良好な適合性を有する。
【００４８】
　最後に、手動ユニット６には、回転サブユニット３１の第１のスライディング部材３２
１を固定するために固定部材１０１が中へ延びることができる前記内部空間が形成されて
いるため、回転サブユニット３１は、回転サブユニット３１と手動ユニット６との間の固
定接続を損なうことなく、より小さくあるいはより薄くなるように設計することができ、
前記スイッチ装置の全体サイズも小さくすることができる。
【００４９】
　上記の説明では、説明の目的で、実施形態の完全な理解を提供するために、多くの特定
の詳細が述べられた。しかし、これらの特定の詳細の一部がなくても１つあるいは複数の
他の実施形態を実施できることは、当業者には明らかであろう。本明細書全体を通じて、
「一実施形態」、「実施形態」、序数の指示を伴う実施形態等は、特定の特徴、構造、あ
るいは特性が本発明の実施に含まれることがあることを意味していることを理解されたい
。更に、本説明では、本発明を簡素化すると共に、さまざまな発明の態様の理解を支援す
る目的で、さまざまな特徴が単一の実施形態、図免、あるいはその説明にグループ化され
ることがあると共に、一実施形態からの１つ以上の特徴あるいは特定の詳細は、適切な場
合、本発明の実施において、別の実施形態からの１つ以上の特徴あるいは特定の詳細と共
に実施することができる。
【００５０】
　本発明は例示的な実施形態と見なされるものに関連して説明されたが、本発明は開示さ
れた実施形態に限定されず、最も広い解釈の精神および範囲内に含まれる様々な配置を含
み、またそのようなすべての修正および同等の配置を網羅することが意図されることを理
解されたい。



(13) JP 6897995 B2 2021.7.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 6897995 B2 2021.7.7

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】



(15) JP 6897995 B2 2021.7.7

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(16) JP 6897995 B2 2021.7.7

【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】



(17) JP 6897995 B2 2021.7.7

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】



(18) JP 6897995 B2 2021.7.7

10

フロントページの続き

(72)発明者  蘇　▲ウェン▼航
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９４３０１・パロ・アルト・ユニバシティ・アベニュー・１１
            ９

    審査官  加々美　一恵

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００８／０２９６９１２（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０５Ｂ　　１／００－８５／２８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

